













































　美浜町に住民票がある 18 歳以上の住民の中から、住民基本台帳を用いて､ 無作為に抽
出した 2,100 名を対象として、調査表の郵送配布・郵送回収方式によりアンケートを実施
























ると 35.6% と全体の 1/3 を超えている。美
浜町の伝統的な基幹産業である農業及び漁















市町以外の知多半島内への通勤が 30.4% と最も多く、次いで町内が 7.9% である。専門職・
教育についは、町内が 31.6% と最も多い。（表 3）
（2）居住地区
　居住している小学校区は、河和学区が 34.2% と最も多く、奥田学区・布土学区・野間学










　居住年数は、全体の 41.9% が 30 年以上である。
　性別にみると、男性では全体の半数近い45.7%が30年以上と回答している。女性（39.1%）





　美浜町に移り住んだきっかけとしては、結婚が全体の 35.4% と最も多い。（表 4）
　性別にみると、男性では就職・転勤と結婚がともに全体の約 1/4 であるのに対して、女


















































































































































































































































































































　年齢別にみると、全体として 20 歳代および 70 歳以上ではいずれの項目も「そう思う」





























































































に「自然の豊かさ」については、1997 年では 4.24、2001 年でも 4.28 であったのに対して、
2011 年には 3.48 と大きく低下しており、2019 年も 3.60 と低い。これは、この間の開発、
特に太陽光パネルの各署での設置などが影響している可能性がある。一方、「水辺のきれ
いさ」は 1997 年が 2.30 と非常に評価が低かったが、毎年少しずつ評価が改善され、2019
年には 2.84 となっている。自然性・快適性の総合評価は 2011 年および 2019 年には少し
低下している。
②　利便性
　評価点の低下が顕著であるのは、「日用品の買い物」であり、1997 年が 3.24 であったの
に対して、2019 年は 2.86 まで低下している。この背景としては、町内の商店が減少した
     
 1997  1,000 492 49.2  
 2001  1,500 1,005 67.0  
 2011  2,100 909 43.3  





ないことが要因として考えられる。「医療施設」についても、1997 年の 3.46 が 2019 年には




　評価点の低下が顕著であるのは、「津波高潮の安全性」であり、1997 年には 3.84 とかな
りの高評価であったのに対して、2011 年には 2.41 に急落し、2019 年においても 2.57 と






　評価点の低下が顕著であるのは、「伝統的な催し」であり、1997 年には 4.22 し非常に高
評価であったのに対して、2019 年には 3.38 と、0.81 ポイントの大幅な低下となっている。
また、「歴史を感じる場所」も評価がやや低下している。一方、「地区のシンボル」ならびに
「町内のリーダー」は 20 年間で評価がやや高くなっている。文化性に関わる総合評価は、







　図 39 に総合評価の経年動向をグラフ化している。自然性・快適性は 1997 年には 3.62
であった評価点が 2019 年には 3.34 まで低下している。一方、「利便性」「安全性」「文化性」
はいずれも横ばいからやや上昇傾向が読み取れる。全体の総合評価についても、1997 年






















である。「景観の調和」は、1997 年には第 2 位、2001 年では第 3 位であったのに対して、
2011 年には最もレンジが大きく影響力が高い項目となった。この傾向は 2019 年も同様で








　1997 年には第 1位であった「日用品の買い物」は、2011 年には第 2位、2019 年には第 3
位となり、総合評価に与える影響度は徐々に低下してきている。一方、「公園利用」に関わ





















レンジは 1.804 と、第 2位の「町内リーダー」の 0.916 の 2 倍近い値となっている。前出の
カテゴリースコアを見ても、「女性の地域参加」に満足している回答者は「文化性の総合評
価」にも強く満足し、逆に「女性の地域参加」に不満足な回答者は「文化性の総合評価」に






　生活環境全体に対する評価については、「利便性の総合評価」は 1997 年と 2019 年に第 1
位となり、「自然性・快適性の総合評価」は 2001 根と 2011 年に第 1位であった。一方、「安







































































































































































　前述の街づくりへの態度に関わる 13 項目について、5段階評価を 3段階評価に集約し
たうえで、過去 4回分の調査結果を整理したものが、図 41 である。また、5点満点で評
価点としての平均値を求めたものが図 42 である。
　「6行政は積極的に推進すべき」「7住民は積極的に参加すべき」「8行政は資金･人財豊富」





















　また、「10 他地区より優先整備ほしい」と考えている人の比率は 1997 年の 58.6% から
2019 年の 22.3% へと顕著に低下し、「1遅れている地区優先でよい」と考える人の比率はほ
とんど変化していない。また、「13 町のために寄付 ･援助できる」との回答が、1997 年に



































　1997 年、2001 年、2011 年、2019 年の 4回にわたる美浜町住民調査結果から本研究で明
らかになった点は以下のとおりである。











あるいは 2001 年では「日用品の買い物」が大きな要因であったが、2011 年以降は、「公
園の利用」が重要な要因となっている。安全性については、1997 年は「夜間の一人歩き」
41
知多半島の歴史と現在　No. 24
が最も影響を与えていたが、2001 年以降は「子どもの安全性」が常に最も大きな影響要
因となってる。文化性については、1997 年以降一貫して、「女性の地域参加のしやすさ」
が最も強く総合的な満足度に影響を及ぼしており、他の項目と比較して、スバ抜けて強
い要因であることがわかる。生活環境の総合評価に最も影響しているのは「自然快適性
にかかわる総合評価」と「利便性にかかわる総合評価」である。
④以上のように、生活環境に対する満足度に影響を及ぼす要因については時代とともに一
定の変化を示しているが、評価構造に大きな変化は認められず、この手法を活用して、
生活環境に対する住民意識を構造化することが可能であることを示している。
⑤まちづくりに対する意識・参画態度は、この 20 年間で大きく変化している。住民と行
政の責任や役割りという観点からは両方の考え方に対する強い賛同の回答が減少し、全
体として中庸的な回答の増加が顕著である。因子分析の結果からは、調査時期を問わず、
主体的自発度、自発的金銭的負担度の、行政依存度の 3つの因子が抽出されることが明
らかとなった。
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